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日間 x 2 回の training(学習/テストに用いるものとは別の目印)を行った。これらの検討の結果、3 日間の training 後
に学習とテストを 24 時間間隔で行い、計 5 日で記憶の測定が可能であると考えられた。また、海馬特異的な SCOP
の発現抑制のため、SCOPshRNA 発現レンチウイルスの作成を行った。作成したレンチウイルスをミドリザル由来
の培養細胞 COS7 に感染させ、内在性 SCOP の発現抑制効果を検討した結果、SCOP の発現が 50% 以下に減少す
ることを確認した。25 年度は、確立した記憶測定方法を用いて記憶学習の時刻依存性の有無を確認し、SCOPshRNA
発現レンチウイルスの海馬投与により、記憶の時刻依存性に対する SCOP の影響を検討する。 
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 チンパンジー11 個体 342 歯に対して歯科検診を実施した。その内う蝕歯は 16 歯、喪失歯は 3 歯であった。よっ
て、う蝕経験歯を指す DMF 歯は 19 歯,DMF 指数は 1.45 であった。歯肉溝の深さは、342 歯中 317 歯が 4 ㎜以下で
あった。歯周ポケット測定時に出血を認めなかったのは 6 個体、動揺歯を認めなかったのは 8 個体であった。著し
いプラークの蓄積と歯石の沈着が 9 個体に認められた。また、年齢に応じて全顎的に顕著な咬耗を認めた。 
う蝕歯はそのほぼ全てに破折を認めた。そのうち前歯は 11 歯であり、破折・う蝕歯は前歯部に集中している。よ
って、う蝕の原因は外傷に起因すると考えられる。歯肉溝の深さが 4 ㎜以下である歯は全体の 92.7%であり、その
ほとんどが測定時の出血を認めなかった。深さ 4 ㎜の歯肉溝は健康な歯肉であると推察する。現在までに検診した
個体のう蝕と歯周疾患から見る口腔健康状態は、口腔衛生に関する介入は皆無であり、プラークと歯石の多量の沈
着を散見するにもかかわらず極めて良好ということができる。この理由として、本研究所におけるチンパンジーが
